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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ABSTRACT

　　　The　ey俘s　of　female　mature　rabbits　were　irradiated　before　sacrifice，　using（1）electric　light

passed　through　white，　red　or　green丘lter，（2）ultravioletray・（3）direct　rays　of　the　sun・（4）

heat　radiation，　from　several　distance　for　several　duration．

　　　On　the　other　side，　such　like　animals（1）were　kept　in　a　dark　room　during　3　days，（2）

received　injections　of　adrenalin，　pilocarpin　or　pituitrin，（3）were　subjected　to　the　binding　of

cervical　sympathicus　or　vagus，　prior　to　sacrifice・

　　　Summary　of　results：（1）In　the　ovaries　of　these　animals　development　of　follicles，　con－

stitution　of　corpora　lutea　atretica　and　interstitial　glands　are　promoted　remarkably，　indicating

・increased　production　of　FSH　and　LH　in　the　adenohypophysis．（2）In　the　uteri　the　eHect　of

estrogen　alone　was　remarkable，　without　any　responce　to　progesterone．（3）The　responces　of

ovaries　and　uteri　on　those　several　stimuli　do　not　show　any　remarkable　dif〔erence　qualitatively

and　quantitatively（4）It　is　concluded　therefor6　that　the　stimulus　of　eye－irradiation　reaches

to　the　nuclei　in　the　diencephalon，　through　the　centripetale　nerve　fibers　from　eye　i．　e．　sensible

丘ber，　autonome　fiber　in　opticus，　centripetale　sympathicus　or　parasympathicus，　and　then

stimulates　the　pitui重ary　gland，　promoting　the　production　of　gonadotrophine．

緒

　　〔工〕　照明または視神経刺戟と内分泌との関係にっ

き，Eddinger（1911）1）は視神経上核に入る視神経内

求心性植物神経線維を発見し，Greving（1925）2）は

視神経上核と下垂体とを連結する神経索を証明した．

K611er　u．　Rodewald（1933）3）は暗室飼養蛙の下垂体

メラノフォーレンの減少は，光明中で増量することを

論

証し，Rodewald（i935）4）は眼球別除蛙の下垂体メラ

ノフォーレンの減少は，視神経切断端の電気刺戟に

よって増量することを認め，Bissonette（1932）轟），

Benoit（1935）6）は入工照明によって髄の性早熟や鴨

性器の発育促進を証明した．

　〔豆〕　暗室内性活と内分泌との関係を見るに，Jores
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（1933）7）等はマウス，家兎，入において暗室生活によ

る後葉または血中Vasopressin，　Pituitrinの増量と，

メラノフォーレンの減少を証し，Sanchez－Calvo（19

37）8）は72時間の暗室飼養による家兎，海狽前葉にお

ける主細胞の減少，㏄細胞の激増，β細胞の消失，コ

ロイド含量の増加，血管拡張を認めたが，甲状腺は不

変であったと述べ，性腺に関しては触れていない．

Bowskow（1937）9）は長時間の暗室飼養による動物甲

状腺機能の二進と，強度の照明による二二機能の静止

を認めた．

　〔皿：〕恐怖感，仮死，麻酔と内分泌との関係を見る

に，Wi11iams（1950）10）は強度の恐怖感によるAd・

renalinの増産，下垂体，甲状腺，副腎皮質，膵の機能

充進，Epinephrinによる甲状腺刺戟ホルモン（TTH）

並びにACTHの増産と，このとき起る過血糖に基く

Insulin分泌の充進を説き，　Cannon　a．　a1．（191111），

192112），192213））は，疹痛による下大静血中のAd・

renalin増加は副腎易1除動物では欠如することを証

し，Ca皿on　a．　al．（1911）14），　EIIiot（1912）15）は犬

に吠えられた猫血中のAdfenalin増加を認め，　Reiss

（1934）16）は仮死または麻酔による内臓神経の刺戟の

ために，副腎髄質のクローム親和細胞は減少し，Ad・

fenalin含量もまた減少するが，下大静脈血中の該ホ

ルモンは増加することを証した．

　〔IV〕植物神経の理化学的刺戟と性腺との関係を検

討した文献は豊富であるが，近代の業績を見るに，

　〔A〕薬物刺戟3K：raul（1927）17）はマウスにお

いて，Adrenalinによる性周期の閉止，黄体形成促進，

卵胞発育の抑制，Pilocarpinによる卵胞発育促進，黄

体形成の抑制を認あ，Hirsch　Hoffmann（1934）18）は

Prolanの黄体形成作用はAdrenalin，　AtroPinによっ

て促進されると述べた．然るに山元（1932）19），宮崎一

橋本（1933）20），佐藤（1933）21）．の成績は，上記成績

と一致を欠く所が少なくない．Em孤ue1（1942）22）は

Acetylcholin，　Pilocafpinによる卵胞発育の促進を証

し，：Nordmeyer（1952）23）はマウスにおいて，　Pilo・

cafpin，　Acetylcholinによる発情期延長と間三期の短

縮，Adrenalinによる発情期の短縮，間二期の延長を

認めたが，卵巣の組織変化を認めなかった．また小量

のAtfopinは性周期に対しAdrenalinと同様に作用

するが，大量では発情期も間二期も共に延長すると説

いた．

　Willig（1952）24）はPilocarpin，　Apomorphinによ

るマウス性周期の変化には差異を認めず，何れも発情

期の延長と間歓期の短縮を証し，Pilocarpin　1回注射

によって性周期の変動を示した動物卵巣の組織像に

は，変化を認めなかった．Eschbach（1953）25）は

Artereno1による白鼠膣周期の抑制を証し，　Markee

a．a1・（1948）2｝）は家兎下垂内へAdrenalinを注射し

て，LH分泌増進と排卵誘発を認め，　Sawyer　a・aL

（i947）27）（1948）28）はDibenaminを下垂体に注射

して，家兎，鼠の排卵を抑制した．

　〔B〕理学的刺戟：Reiss（1934）16）は内臓神経刺

戟によるAdrenalin分泌の二進と，下大静脈血中の該

ホルモンの増加，迷走神経の弱刺戟によるAdrenalin

分泌の抑制，該神経の強刺戟ないし切断によるAd・

renalin分泌の増進を証した．阿部（1927）29）は副腎

のAdren．含量に対する交感神経と副交感神経との拮

抗作用を認め，瀬谷（1953）30）はAdren．による蛙副

腎夏期細胞の減少は，ACTHの増産に基くと説き，

渋沢（1955）31）は外科的ストレス直後は視丘下部～下

垂体神経系中にAcetylcholinが放出されて該系のホ

ルモン分泌を促進し，Vasopressinの自家増産或いは

投与によってACTHは増産すると説いた．頸部交感

神経刺戟ないし切断と内分泌との関係を見るに，中岡

（i933）32）は犬において，　Friedgood　a・Pincus（1935）

33），　Friedgood　a．　Canllon　（1936）34），　Collin　a．

Hennequin（1936）鋤は家兎において，該神経を刺戟

または切断して，前葉組織の形態変化，或いは卵胞発

育，排卵促進を証し，K：arplus　u．　Peckzenik（1930）

36）は頸交換神経上節刺戟による脳脊髄液内後葉「ホ」

の増加を認めた．然るにHinsey　a．　Markee（1933）

37），Brooks（1937）38，　Haterius（1934）40），小林（19

40）43）は家兎において，Vogt（1931）42），　Haterius

（1933）41），Zeckwer（1936）44）は鼠において，否定的

成績に達した．

　脳脊髄電気刺戟と下垂高機能との関係につき，

Marshall　a．　Verney（1935）45），（1936）46）は該刺戟に

よって排卵と偽妊娠の成立を促進し，Brook（1938）

39）もまたこれを追証した．：Harris（1936）48）は鼠頭

部または腰髄を刺戟して偽妊娠を発現させ，Westman

a．Tacobsohn（1937）49），小林（1940）43）は家兎頭部

刺戟によって排卵促進を証し，Harris（1937）47）は家

兎間脳刺戟による排卵促進は，頸交感神経切断によっ

て抑制されないことを認めた．

　以上を要するに，光線または電気による光覚刺戟と

メラノフォーレンとの関係，気山照明による家畜の性

早熟または産卵促進，或いは動物を暗室内に飼養する
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ことによる下垂体前葉及び後葉の変化，或いは甲状腺

への影響などに関する文献は勘くないが，このとき起

る性器の組織的並びに機能的変化の研究は，なお極め

て浅く，ことにこれら刺戟が内分泌腺または従属臓器

に及ぼす作用の経路ないし機序については，未だ全く

不明である．よって余等は各種光線を眼に照射した動

物の性腺及び副性器を組織学的に精検し，この所見

を，暗室飼養動物並びに植物：神経に薬物的または理学

的刺戟を加えた動物の性器所見と比較することによっ

て，これら刺戟の性器に及ぼす作用の経路を探求した

成績の概要を，ここに報告するものである．

実　験　方　法

　1．実験動物：鮮明な卵巣所見を目的として，体

重1050～2000gの♀幼若ないし成熟処女白色家兎を，

普通飼料を以て1頭宛隔離飼養して実験に供した．

　2．照射方法＝動物を固定しないで鑑を近距離か

ら長時間照明するか，或いは動物を固定し，開三二を

使用して瞳孔に向って一定時間直射した．直射に際

し，光線は瞳孔周辺の眼組織或いは粘膜下の涙腺をも

照射することとなるが，数例の実験では，瞳孔以外の

部分を遮光して照射した．

　3．光源と照射距離並びに時間＝種々の光度の白

色，赤色，緑色電灯，水銀石英灯（450～230m！』），

直射日光，熱線（電気饅よりの熱線，角膜上42。C恒

温）を表1の示すが如き距離と時聞を以て照射し，そ

の後表示の時間を経過してその性器を精検した．

　4。暗室処置3騒音を遮断し，室温（約15。C），

換気に注意し，完全暗室内に1頭宛濫に入れて分散隔

離し，1日1回食餌を与えて飼養した．家兎は暗室中

でも飼料の摂取量には大なる変動を示さない．かくて

暗室内に70～73時間飼養して剖検に附した．

　5．植物神経刺戟：（1）塩化アドレナリン0・05

mg／1日，塩酸ピロカルピン0．5mg／kgを1日量と

し，それぞれ2回に分割皮下注射し，アトニン（ピツ

イトリン）20％稀釈液0，5cc宛1日3回皮下注射し，

これら3種実験の全例において3日間連日注射終了後

4日を経て，性器の組織像を精査した，（2）頸部交

感神経上節の下方2cmの所にて，交感神経索と迷走

神経感を結紮し，約10日を経て剖検した．

　6．組織検査法：剖検動物の卵巣，子宮を別出し・

パラフィン連続切片とし，普通染色，PAS染色など

を行って，卵巣におけるGonadotfopinの作用，子宮

における性ホルモンの作用を精査した．家兎の自選卵

巣よりの性ホルモンの自己子宮に及ぼす作用は，

Progesterone作用だけが，子宮体内膜の転化反応に

よって判定されるが．Estrogenの作用判定は従来不

一明であった．然るに家兎子宮体～頸反応を以てする上

棚法5。）によって，Estrogen及びAndrogenの検定

も可能となった．

実　験成績

　　　　第1節　各種光線による眼刺戟実験

　〔工〕光源と照射様式は表1～2に示されている．

　〔∬〕　組織所見は表2の示す如くである．

　〔皿〕いまその主要事項について略記するならば，

　（1）実験3～4では，動物を固定せず鑑に入れて

薄暗い動物舎内に置き，濫と光源との距離を20cmと

し，60W白色電灯で2～4日昼夜連続に照明し，そ

の後No．3は直ちに，　No・4は24時間を経て組織検

査に附された．但し：No．4は連続照明に移るまで，

24時x3暗室内で飼養された．

　（2）　実験5では動物を固定して開瞼器を左右両眼

に交互に使用し，100W白色電灯，光源角膜距離20

cm，左右眼各3時間照射，3日後剖検．

　（3）実験63固定開険，30W赤色電灯，光源

距離10cm，左右龍眼2時x2照射，2日後剖検．

　（4）実験7：固定開険，24W緑色フィルター

附電灯，光源距離10cm，左右各眼60分＋40分照射，

1日後剖検．

　（5）実験8～9＝固定開険，クロマイエル紫外

線，光源距離18cm，各眼各10分x2～5分×3，2

～4日後剖検．

　（6）実験10～11＝固定開瞼，0．1％トロバコカ

イン局麻にて開険刺戟軽減，0．1％アトロピン散瞳，

小孔ある黒紙を以て瞳孔以外を遮光，クロァイエル紫

外線灯で左右各眼5分×2照射，1～4日後剖検．

　（7）実験12～13：固定開険，直射日光，No．12
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表 1

光 源

白　色　電　灯

赤　色　電　灯

緑　色　電　灯
クロマイエル水銀
石英五

日　　　　　　光

熱　　　　　　線

光度・波長

60～000W

30W

24W

450～230mμ

　直　　射

　　42。C

光源角膜間距離
　　（cm）

20

10

10

18

o◎

3～4

各眼照射時聞
　（時分）

（3～34）時×2

　2時×2

　20分×5

5分×3～
　　10分×2

　30分x2

　10分×3

照射後→剖検
時間　　（時）

24時×（1～3）

　24時×2

　　24時

24時×（2～4）

　24時×6

　24時×3

は29時間暗室内飼養・に引続いて30分照射，：No．13は

右眼を30分照射，次いで24時間暗室を経て再び30分間

照，左眼を30分照射，次に24時×2暗室を経で第2回

照射30分，照射終了後No．12は23時間暗室生活を終

って剖検：，No．13は照射後24時×6を経て剖検：．

　（8）実験14言固定開平，電気饅2mm距離にて

195～200。C恒温（室温12。C），3～4cmにて約42。C

恒温，よって光源角膜間距離3～4cm，半眼1日10分

宛3回照射，3日後剖検．

　（9）組織所見（表2）3各種光源を種々の様式

で眼に照射し，その後直ちに或いは24×（1～6）時間

を経て検査した性器の組織所見は，光線並びに照射様

式の相違に関係なく，質的には殆んど一様で，程度に

おいて強弱を示す変化を提示し，いまその主要所見を

概括すると次の如くである．

　（a）卵巣では（i）卵胞発育は冗評して，対照卵巣

に比し多数の卵胞が成熟し，大卵胞または閉鎖卵胞の

壁並びに腔には，拡張血管ないし出血が殆んど常に認

められる．（ii）黄体系では，排卵黄体は証明されない

が，閉鎖黄体は極めて旺盛に構成され，多くの大中卵

胞は閉鎖に陥って，内卵胞膜細胞の増殖肥大ルテイン

化が強度に行われている．（iii）卵巣間質では，間質

腺の構成が著明に増進し，間質血管の充血が顕著であ

る．

　（b）子宮では（i）体部内膜の腺化は（±～＋）度に

現われるが，より以上に達することはなく．内膜上皮

細胞の肥大は決して出現しない．（ii）頸部内膜の腺化

は（十十～十什）度に達し同時に内膜上皮細胞の粘液細胞

化が（十～柵）度に起る．即ちH－E染色では，核は

腫脹淡染し，胞体もまた腫脹して核周囲の形質は染色

性を失って空胞状をなすが，細胞遊離端側の形質はエ

オジン好染性で，遊離端表面を小皮縁状に被覆し，

PAS染色では遊離端は鮮明に紅染する．未だ粘液細

胞化しない上皮細胞は，濃染狭長核を蔵する円性上皮

で，胞体形質は好エオジン性である．粘液細胞化の進

行するに従って，被蓋並びに腺上皮の大多数がこの変

化に陥る．

　〔IV〕組織から見た作用ホルモンの検討

　（1）卵巣における卵胞発育の開進と閉鎖黄体並び

に間質腺構成の増進とは，Gonadotropin　FSH並びに

LHの増産に基く変化に外ならない．

　（2）子宮体～頸内膜における如上の所見は，上棚

50）の実験成績によれば，Estrogenに基く変化であ

って，Progesteron作用はこれに関与していない．

　（3）従って大中卵胞，閉鎖黄体及び間質腺を豊富

に含有する卵巣は，単心EstrOgenだけを分泌し，

Progesteronを分泌しないことが識られる．

　〔V〕光線による眼刺戟の間脳下垂体性腺系に及ぼ

す使用（1）白，赤，緑色電灯，水銀石英灯，直射日

光，熱線などで動物織を近距離から長時間照射する

か，或いは動物を固定開険して一定時間直射すれば，

光線は眼底以外に瞳孔周辺の眼底組織並びに粘膜下の

涙腺などをも照射することとなるが，数例では瞳孔以

外の部を遮光して照射した．（2）然るに性器組織は

光源及び照射様式の如何を問わず，質的には殆んど共

通の組織像を示したのである．よって眼照射刺戟は光

線種類には大なる関係なく，眼に二布する求心性神経

即ち知覚神経以外に，Eddingerの視神経内自律神経

（Greving索）或いは交感副交感神経内を走る求心性

自律神経を経て，下垂体を刺戟してその機能を促進す

るものと一考される．

　　　　第2節　眼照射の性腺に及ぼす作用経

　　　　　　　路の検討実験　（表3）

　眼照射による内分泌系の活動が，上記考察の如き経
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各種光線による眼刺戟の性腺に及ぼす作用 5

表 2

馨墜

号　（9）

実i動

1

2

3

4

5

6

1600

光　　源

1300

1500

1400

1100

1300

・7

8

9

10

11

1150

1300

1500

1900

1550

　1
1211300

13 2000

　60W
白色電灯

同　　上

100W
白色電灯

　30W
赤色電灯

　30W
緑色電灯

クロマイエル
紫外線灯

同　　上

クロマイエル
　瞳孔照射

同　　上

直射日光

同　　、上

光源
～

角膜
距離

cm

20

20

20

10

10

18

18

18

18

1開

険

十

十

照　射

映　眼

時　間

左眼

24時X4

24時×3…暗室→
　　24時×2…灯下

3時

2時x2

3時

2時×2

照射後→
剖検

（時間）

0

24時

　1　分
齢・分

　1

十

十

10分x2

5分×2

十15分×2

24時x3

24時×2

30分
20　60分
10

1謳

10分×2

5分×2

5分×2

十 5分網

oo
＋騰雰

5分×3

24時

24時x2

24時×4

24時

24時×4

23時暗室

卵　　　巣

卵胞　黄体間質

成出癬片聞

　子

子宮体

　宮

子宮頸

熟1聯雛齢昊一音1麟

十

十

＿L
ll

十

十

十

十

R＋1＋H骨i±；＋

咽＋H柵ト1＋

RI＋トH＋1±1－

Ll＋＋1＋一1骨i＋1＋

R掛トト四四1＋

珊1＋H什トト

R＋1＋H什1＋i＋

酬＋…冊：得

RI一十
　l

I」一一

十十十柵

十十十十十

Rl＋1＋1十冊ト

LH＋1－i州＋1甘

±

ト±

i

RH＋H準準
L1＋1＋1一睡1申

Ri＋；＋H刊＋1什

L＋トート1申
±

±

～

±

14 1540

柵

±

十

寸

柵

十

土

十，十

干

柵

十

　　　i30分→24
。。@十1時暗室一・
　　　　30分
　　　1

十 10分x3

Rl±トー1申甘

Lト1＋ト矧申

RH＋H刑＋＋1＋

L1＋トH冊ト1＋1

30分→24

時x2暗
室→30分

10分×3

24時x6

24時×3

Ri十H＋：柵ト

LH＋1十督＋：＋＋

Rl＋1＋H什1＋1＋

Li什トH甘±1什

十 十

十1柵

十

十 十

冊

十

十

柵

十

写

真

番

号

12

3，4，

5，6

7
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6 笠森・後藤田・上棚

写　　真　　1

（×100）

白色電灯24時×4照明動物（実験3）の左卵

巣．（1）　多数の成熟卵胞は閉鎖黄体へ移行

し，（2）　卵胞内出血．

写　　真　　2

（×40）

写真1動物の子宮頸部．（1）　内膜の腺化

（柵），（2）上皮細胞の粘液細胞化　（柵），

（写真9と同様所見）．

写　　真　　4

（×40）

写真3の下図右側卵巣．卵巣表面へ水胞状に

隆起する成熟卵胞の壁には，充血が強い．

撚搬蕊．

写　　真　　5

謝

鞭

，騨ぎ

，鷲製

（x100）

写真4卵巣の左縁中央部の拡大像．（1）大
中卵胞の内卵胞膜細胞は増殖肥大して，閉鎖

黄体へ移行し，（2）間質腺の構成九進．

写　　真　　3

（×4）

クロマイエル紫外線灯5分×4直射動物（実

験9）の卵巣肉眼像．（1）上図は左，下図
は右卵巣．（2）卵巣表面には淡褐色に隆起

する多数の卵胞が見られる．

養

写　　真　　6

灘纒

醸：，1

　議日戸

繋騰

謙

（×40）

写真3，4，5動物の子宮頸部．（1）内膜
の腺化　（珊），（2）上皮細胞の粘液細胞化
（柵），（写真9）　と同様所見）．

【　6　】



各種光線による眼刺戟の性腺に及ぼす作用 7

写　　真　　7

亭亭1

（×100）

クロマイエル紫外線灯を瞳孔へ5分×4直射
動物（実験11）の左卵巣．（1）穎粘膜細胞

の充実する中卵胞の内卵胞膜細胞は増殖肥大

して，閉鎖黄体を構成し，（2）その周囲に

は間質腺の構成顕著である．

写　　真　　8

（×40）

完全暗室内に73時間飼養動物（実験16）の子

宮頸部．（1）内膜の腺病　（柵），（2）上

皮細胞の粘液細胞化　（柵）（写真9）．

表 3

実

験

番

号

15

16

17

18

19

20

21

動
物
体
重
（9）

1600

1450

1400

1600

1500

1600

処 置

完全暗室内飼養，70時間

同 上，73時間

0．005％均化アドレナリン液
0．5cc×2（1日量0．05mg）

連日3日時皮下注射

同 上

均酸ピロカルピン0．5mg／
kg×珍（1日量）
連日3日間皮下注射

アトニン20％液（0．5cc×3
（1日量）

1連日3日間皮下注射

1660 左舞交感神経幹と迷走神経
幹を上灘下2cmにて結紮

処置後→

剖　　検

（時間）

直後暗室外

卵 巣

卵　　胞 黄　糸 間　質

成熟1舳排卵騨腺【舳

RI＋囲一十半睡
ILI粁囲一圃＋1粁

直後暗室内

細注後
24時×2

終注後
24時×4

同　　上

灘注後
24時x5

24時×11

R1＋H一＋1柵1＋
五1一＋1一什什「＋

R［粁＋■換地【＋＋

L囲＋1一闘士』固
R【＋糾一，1柵1＋i柵

上1±1＋ト州＋1柵

R＋1＋ト囲＋i＋
Ll＋ト1一囲＋1＋

R囲＋1一囲±1＋
Ll＋囲一＋「＋「＋

Rl＋1＋卜1＋＋1＋「＋

Ll＋トH三国＋

子 宮

子宮体

施男子

±

±

±

±

十

十

十

子宮頸

上皮内膜
粘膜二化

三

鼎

十

十一

十

㌔＋

柵

写

真

・番

号

8，9

10
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8， 笠森・後藤田・上棚

写　　真　　9

（×400）

写真8子宮頸内膜鎌の拡大像（1）内膜鐡
は樹枝状に分岐腺化し，（2）上皮細胞の大

半は淡染腫脹胞状を呈し，粘液細胞化くPAS

染色）顕著である．

写　　真　　10

（x100）

アドレナリン注射動物（実験17）の左卵巣．

（1）多数の成熟卵胞は閉鎖して，内卵胞膜

細胞は増殖肥大し，（2）聞質血管の拡張充

血は強度である．

路を経て行われるものならば，その他の方法によって

自律神経を刺戟した場合にも，これと同物の変化が性

器組織に発生することが推定される．よって植物神経

の薬物刺戟として，交感神経刺戟剤アドレナリン，副

交感神経刺戟剤ピロカルピン，フトニン（ピツイトリ

ン）を使用し，理学的刺戟として頸部交感神経索並び

に迷走神経幹を実験方法に記述の様式に従って結紮

し，なおまた蛙下垂体後葉のBasopressin，　Pituitrin

含有：量は長時の暗室飼養に際して増量するとの文献に

基いて，家兎の暗室飼養実験を行った，いまその主要

成績を表示すると表3の如くである．

　〔1〕　暗室飼養実験（実験15～16）＝動物を濫内に

自由にし，完全暗室内に70～73時問飼養後，直ちに暗

室外または暗室内でエーテル麻酔にて剖検して，性器

を組織学的に検査すると，卵巣では卵胞発育の三三，

卵胞壁内充血ないし出血，排卵黄体を欠き，閉鎖黄体

並びに間質腺の構成の著明な増進，間質血管の充血，

子宮では体部内膜の腺化も上皮細胞の肥大も共に（土）

度以下に止まり，頸部内膜の下野は（十～冊）度に，

上皮細胞の粘液細胞化は（十十～柵）度に達した．以上

の変化は第1節における眼照射実験成績と，質的には

全く一致する．

　〔∬〕植物神経の薬物刺戟実験（実験17～20）：

　（1）実験17～18：0．005％塩化アドレナリンを

0．5cc宛1日2回（0．05mg／日），3日間連日皮下注射

し，門門後2～4日を経て剖検．卵巣では卵胞発育，

卵胞血管の充血または出血，排卵黄体を欠き，閉鎖黄

体並びに間質腺の構成増進，間質血管の充血，子宮で

は体部内膜の腺化は（±）度以下，上皮細胞の肥大を

欠如，頸部内膜の腺化（＋）度，上皮細胞の粘液細胞

化もまた（＋）度を示し，光線による眼照射と同一・性

質の変化を現わした．

　（2）実験19：塩酸ピロカルピン。・5mg／kgを

1日量として2回分割，3日間連日皮下注射し，終注

後4日を経て剖検：．卵巣では，卵胞成熟と卵胞充血は

共に（十）度，排卵黄体を欠き，閉鎖黄体（粁）度，

間質腺（十）度，間質充血（十）度，子宮では，体部

内膜腺化（＋）度，上皮細胞肥大を欠き，頸部内膜腺

化（什）度，上皮細胞の粘液細胞化（什）度．

　（3）実験20；アトニンの20％液0．5cc宛5時

間毎に1日3回連日3日皮下注射（総注射量アトニン

原液0．9cc），終注後5日を経て剖検．卵胞成熟並び

に充血（十～昔）度，排卵黄体（一），閉鎖黄体（十～

十D，間質腺（±～十），間質充血（十）．子宮体部内

膜腺化（＋），上皮細胞の肥大（一），子宮頸内膜化線

並びに上皮細胞の粘液細胞化（珊）．

　〔皿〕植物神経の理学的刺戟（実験21）・左頸交

感神経索と迷走神経幹とを交感神経土節の下方2cm

の所で結紮し，術後11日を経て剖検．，卵胞成熟と充血

（十），排卵黄体（一），閉鎖黄体（甘），藺質腺と間質

充血（十），子宮体部内膜の腺化（十），上皮細胞の肥

大（一），子宮頸部内膜の腺化（什），’上皮細胞の粘液

糸田町イヒ　（十十）．

　〔IV〕第2節総括：（1）暗室飼養，アドレナリ

ンによる交感神経刺戟，ピロカルピン，アトニンによ

る副交感神経刺戟，頸部交感神経索並びに頸部迷走神

経幹の結紮など，各種の刺戟に対する間脳下垂体性腺

系の反応は，程度において強弱を示すが，質的には差

【　8　】



各種光線による眼刺戟の性腺に及ぼす作用 9

異を認めしめない．即ち卵巣では，卵胞発育と閉鎖黄

体並びに間質腺の構成は共に二進して，FSH：LHの

増産を指摘する．けれども排卵促進作用は認められな

い．かくて子宮体～頸内膜には，Estrogen作用だけ

が顕著に現われ，Progesterone作用は出現しない．

　（2）暗室飼養による二二は，卵巣における閉鎖黄

体並びに間質腺構成の強化と，子宮におけるEstrogen

反応の顕著なことである．

　（3）　アドレナリンとピロカルピン並びにアトニン

の家兎間脳下垂体性腺系に及ぼす作用を比較するに，’

卵胞発育促進作用は二二を示さないが，閉鎖黄体構成

作用と間質充血作用とは，アドレナリンにおいて優勢

であり，子宮内膜におけるEstrogen作用は，ピロカ

ルピンことにアトニンにおいて遙かに強大である．

　（4）　暗室飼養，植物神経の薬物並びに機械的刺戟

に対する家兎間脳下垂体性腺系の反応と，光線によ・る

眼照射に対する該系の反応とは，質的には同一であ

り，量的にも著差を認あしめない。

実験成績総括並びに考案

　〔1〕　各種光線による眼刺戟の家兎間脳下垂体性腺

系忙及ぼす作用を性器の組織像について考察するに，

白，赤，緑色電灯，水銀石英灯，直射日光，熱線など

の光線種類に関係なく，なおまた五内動物を近距離か

ら長時間照射し，或いは固定動物の開瞼眼を短時間宛

反覆直射し，或いは瞳孔以外の部を遮光して照射する

などの照射様式にも関係なく，性器に起る組織変化

は，その程度においては多少の差異を示すが，質的に

は全く共通であることを実証した．

　〔皿〕前項の組織変化とは，卵巣においては，卵胞

発育の元山，閉鎖黄体並びに間質腺構成の増進，及び

卵巣血管の充血ないし出血であって，これはGonado・

tropi且FSH，　L：Hの増産に基く変化に外ならない．

されどこのとき排卵像と排卵黄体とは全例において証

明されなかった．次に子宮においては，体部内膜の腺

化は（＋）度以下に出現するが，内膜上皮細胞の肥大

は常に欠如し，頸部内膜の腺化は（十十～冊）度に達し，

内膜上皮細胞の粘液細胞化は（十～柵）度に発現する．

而して子宮内膜におけるこの変化は，文献によれば

耳strogen作用に基く変化であって，　Progesterone作

用の関与するところではない．即ちProg．は排卵黄

体に増殖する画面膜ルテイン細胞だけから生産される

ことを，暗示するものである．

　〔亙〕動物の長時暗室飼養，或いはアドレナリン，

ピロカルピン，アトニンによる植物神経刺戟，或いは

頸部交感神経索並びに迷走神経幹の結紮などの各種刺

戟に：対する家兎間脳下垂体性腺系の反応は，その程度

において強弱を示すが，質的には差異を認めしめな

い．而してこのとき性器に起る組織変化は，前項に掲

げた変化とは，質的には全く同一であり，量的にも点

差を示さない．

　〔IV’〕　よって案ずるに，眼に加えられた光線刺戟

は，眼に分布する求心性神経即ち知覚神経以外に，視

神経内自律神経或いは交感副交感神経内を走る求心性

自律神経を経て聞脳核に達し，下垂体を刺戟してその

機能を促進し，かくて増産されたGonadotropinに反

応して性腺組織は変化し，このとき卵巣ではEstでogen

分泌だけが増進することを実証した．

結

　1．一各種光線による眼刺戟の家兎間脳下垂体性腺系

に及ぼす作用を，性器の組織像に基いて考察するに，

光線種類並びに照射様式に関係なく，卵巣及び子宮の

組織変化は，その程度において多少の強弱はあるが，

質的には全く同一であることを実証した．

　2．このとき卵巣においては，卵胞発育と閉鎖黄体

並びに間質腺の構成が冗乱して，前葉におけるFSH，

LHの増産を指摘している．然るにこのとき排卵と排

卵黄体とは発生しない．而して子宮においてはEstro－

gen作用だけが顕著に現われる．

論

3．動物の長時暗室内飼養，アドレナリン，ピロカ

ルピン，アトニンによる植物神経刺戟，或いは頸部植

物神経幹の結紮刺戟などの各種刺戟もまた，家兎間脳

下垂体性腺系に対し，程度においては多少の強弱を示

すが，質的には全く共通の作用を及ぼし，卵巣並びに

子宮における組織変化は，前項の所見と質的には全く

一致し，量的にも著差を示さない．

　4．よって，光線による眼刺戟は，眼に分布する求

必性神経即ち知覚神経以外に視神経内自律神経，或い

は交感副交感神経内求心性自律神経を経て間脳核に達

【9】
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し，下垂体を刺戟してGonadotropinの生産を促進

し，性腺はこれに反応し，卵巣ではEstroge敷分泌だ

けが増進するものと結論される．
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